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　2010 年末には老年人口割合が 25％

になると予想され，また，要支援者は

約 130 万人，要介護者は約 370 万人

で，合計すると約 500 万人が要介護

（要支援）の認定を受けている．残存

歯数は 65〜69 歳で約 18 本，80 歳代

でも 10 本近くになっている．健康保

険の恩恵を受けている 50 歳代半ば以

降の人たちは，残存歯数がもっと増加

すると見込まれている．

　口腔環境を適切に守らなければ，た

ちまちデンタルプラークの増加，微生

物叢の悪化，唾液分泌量の低下，舌や

口腔周囲筋の機能低下，代謝物の堆

積，食物残渣の長期貯溜などをきた

す．そこに「歯」がたくさん残ってい

たとしたら，齲蝕や，齲蝕による歯の

崩壊，歯肉炎や歯周病に冒されること

は十分に想像できる．

　崩壊した歯は，ときには「凶器」と

なって口腔内の軟組織を傷つけ，大き

な炎症やさらなる機能低下を招くこと

もある．一方で，口腔内微生物の病巣

感染による誤嚥性肺炎やさまざまな全

身疾患の危険性が一層増大すること

は，周知のことである．口腔機能の維

持向上と管理は生命予後をも左右する

と考えられる．

　高齢者医療を考えるとき，医療と介

護の垣根を越えた「多職種連携」によ

る「シームレス医療」の展開が求めら

れている．

　そのような背景のなか，京丹後市立

久美浜病院では，多職種連携による

「オーラルケア・マネジメント」の実

践により，肺炎による患者の入院のべ

日数を 65％減少，誤嚥性肺炎による

年間医療費を 72％減少という驚異的

な成果をあげている．本書は，その成

果を生み出したオーラルケア・マネジ

メントの実践例を具体的に紹介してい

る．

　全身状態の維持・改善のためのオー

ラルケアは，口腔清掃のみではなく摂

食・嚥下機能訓練を併せて行うことの

重要性が強調されている．本書では，

「オーラルケア」を以下のように定義

している．すなわち狭義には「口腔清

掃による気道感染予防と摂食・嚥下機

能の維持・向上による口腔機能の向

上」であり，広義には「気道感染予防・

口腔機能の向上により，低栄養を予防

し，食べる楽しみを向上し，体力・意

欲・行動力の向上，生きる楽しみ・

QOL の向上を目指すもの」である．

ここでの「マネジメント」とは，「病

院・施設・在宅における患者や高齢者

にかかわるさまざまな職種が連携し，

それぞれの専門性を発揮して，シーム

レスで有効なオーラルケアを実践でき

るよう管理・運用すること」と定義し

ている．

　病院，施設，在宅などすべての場に

おいて，全身状態の維持・向上のため

にはオーラルケアが重要である．歯科

医師・歯科衛生士だけではなく，看護

師や介護士なども積極的に参加するシ

ステム（マネジメント手法）が提案さ

れている．その意味で，本書は有効な

オーラルケア法が提案されており，多

職種連携の実習書としての役割を担っ

ている．

　オーラルケア・マネジメントを各病

院，施設で導入するための実践の書と

して，また，歯科医師および歯科衛生

士が多職種協働の医療現場に一歩踏み

出すための必読の書として，一読する

ことをお薦めする．
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